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1. はじめに 

地域の開発や改善を図る「まちづくり」におい

て，全ての人に配慮したユニバーサルデザイン(以

下，UD)が進んでいる．筆者らは，これまでに歩行

者が安心して道を通行できるようにするために，3

次元空間内に配置した UD情報をアノテーションと

して提供し， PCから利用する 3次元 UDマップ(以

下，PC 版)を開発し評価してきた 1)．そこではいく

つか課題や，ルート案内などのシミュレーション

要素の追加の要望があった． 

そこで本研究では，これらの課題と要望を満た

すために，車椅子利用者を対象として人間中心設

計のプロセスを取り入れ，PC 版の画面インタフ

ェースとアノテーションの表現方法を見直すと共

に，シミュレーションを改良しスマートフォンか

らも情報を確認できるシステムを開発し評価した． 

 

2．人間中心設計のプロセスの適用 

 本研究では UDに則して情報デザインを円滑かつ

効果的に進行し，車椅子利用者の行動特性やニー

ズに対応するために，図-1 に示す ISO9241-210
2)に

よる人間中心設計のプロセスを適用する．筆者ら

が行ってきた 3次元 UDマップの開発と評価 1)と本

研究によって，このプロセスは複数回繰り返され

ている．人間中心設計の必要性を特定するために

UD マトリクスを作成し，設計による解決案の作成

にはプロトタイプ，要求事項に対する設計の評価

にはグループインタビューを行った． 

 

 
図- 1 人間中心設計のプロセス

 

 

 

 

 

 

 
図- 2 システム構成 

 

3. システム設計 

3.1 設計方針 

① PC 版では 3 次元空間内での移動時の操作と詳

細な情報を得るためのプロセスを簡略化し，

直観的に操作できるインタフェースとともに，

アノテーションの表現方法を変更し，シミュ

レーション機能を改良する． 

② 歩行者が現地でも UD情報を確認できるように，

PC 版の UD 情報と同期を取ったスマートフォ

ン版の UDマップを開発する． 

3.2 3次元空間データ 

 利用する 3 次元空間データは，盛岡市共用空間

データと測量データを用いた 3 次元形状モデルに

現地撮影した写真を貼り付けたテクスチャモデル

(MAPCUBE)である． 

 
 

4. システム開発 

4. 1 システム構成 

本システムの構成を図-2 に示す．本システムでは，

利用者は PC からインターネット経由でサーバにア

クセスし，3次元空間内で UD情報を得る． 

 UD 情報を管理する DB には MySQL，システムの

インタフェースには HTML， Javascript および

Skyline APIを使用して開発する． スマートフォン版

の開発には HTML 5 および Javascript を用いる．動

作のサポートはブラウザ上で HTML 5 が動く全ての

スマートフォンとする．スマートフォン版では 2 次

元マップを使用し，WebAPIとして Google Maps API

を使用する．ここで 2 次元マップを使用するのは，

スマートフォンの小さい画面でも俯瞰的に地図を見

ることで情報を多く取得でき，タッチパネルでの画

面操作性を考慮したためである． 
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4. 2 システム機能 

4. 2. 1 PC版 

1） ウォークスルー機能 

 利用者が 3 次元空間内をウォークスルーする際に

自由に立体的に移動できる地上モードと，見下ろし

視点で固定され，2 次元マップのように見ることが

できる空中モードを利用することができる． 

2） ルート案内機能 

 盛岡駅前と地下通路を結ぶエレベータからエレ

ベータまでのルートを自動で進む機能である．

ルート案内中は一時停止や巻戻し，コマ送りなど

が行える． 

3） アノテーション機能 

3 次元空間内で UD 情報の閲覧，フィルタリング

およびアノテーションに対するコメントの投稿と

UD 情報の新規投稿を行うことができる．UD 情報

は図-3 のように 3 次元空間内にアノテーションと

して配置される．アノテーションはバリア情報と

バリアフリー情報についてピクトグラムを用い，

バリア情報は 7 種，バリアフリー情報は 12 種類が

3 次元空間に配置される．また，アノテーションを

クリックすることで詳細な情報を見ることができ，

コメントも残せる．利用者はフィルタリングに

よって，ピクトグラムの種類から自分の見たい種

類の UD情報だけを 3次元空間内に表示させること

ができる． 

 UD 情報の投稿は 3 次元空間内の任意の場所で行

える．投稿者により投稿された情報は，信頼性確

保のため，管理者により承認されて初めて登録さ

れ，他の利用者にも見えるようになる． 

4. 2. 2 スマートフォン版 

 スマートフォン版では UD 情報を閲覧するアノ

テーション機能を開発した．現在位置は GPS に

よって取得され，更新ボタンを押すことで更新さ

れる．UD 情報は PC 版と同じ MySQL から座標

データを取得し，2 次元マップ上に PC 版と同じピ

クトグラムで表現される．PC 版で使用する 3 次元

空間データとスマートフォン版で使用する 2 次元

マップ(ZENRIN)はそれぞれ別の測量データを用い

ており，座標のズレが生じる．座標のズレを調べ

るために，9 箇所をサンプルに取り上げ，そのズレ

を検証した．その結果，MAPCUBE に対し，

ZENRIN が緯度約 0 度 経度 0.5 度のずれが生じて

いた．そこでサーバサイドスクリプト(PHP)で自動

で座標を修正し DBに登録される仕組みを作成した．  

 

5. 車椅子利用者へのインタビュー 

 2012年 12月 22日に，車椅子利用者 3名（男性 2

名，女性 1 名）を対象にシステムを用いて，予め

こちらが用意した質問にそって自由に意見を述べ

るグループインタビューによる評価を行った．被

験者には移動の事前として PC 版を，その後現地で

スマートフォン版を利用してもらった． 

 
図- 3 システム画面

 

 

 評価の結果，既存システム 1)より操作性とアノ

テーションの表現方法が共に改良されていて良い，

スマートフォンを利用する事で現地でも PC 版と同

じ情報が見ることができるのは非常に有用という

意見が得られた．一方，アノテーションはピクト

グラムを用いられており解りやすかったが，色を 2

種類ではなく，多くの色を使って分けてもらった

方がわかりやすい，持っている属性（壊れている，

急，狭いなど）を情報として記載して欲しい，ピ

クトグラムの説明ページが欲しいなど，掲載して

いる UD情報に関する助言が多く得られたことから，

アノテーション機能に関して課題があることがわ

かった．また現地での利用中 GPS が上手く動作し

ないことがあったことから，GPS を使用する機能

の改善が必要である． 

 

6. おわりに 

 本研究では，既存の 3 次元 UD マップをシミュ

レーションの点で改善し，車椅子利用者の現場支

援のためにスマートフォン版を開発して車椅子利

用者 3 名へのヒアリングを行った．その結果，シ

ステムの操作性とアノテーションの表現方法が改

善され，PC 版・スマートフォン版共に有用性は示

唆されたが，アノテーションとそれに使用するピ

クトグラムに関しての課題が得られた． 

 今後はこれらの結果を元にシステムの操作性と

アノテーション機能の考察と改良を行う他，3 次元

空間データの更新方法など，システムを運用して

いく際に生じる課題について考察していく． 
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